
　村上ひなのさん（右）　不来方高校3年　  女子ハンドボール岩手チーム  　スーパーキッズに入ったのは小学校 5 年生の時です。その頃は野球をやっていて、中学時代はバレーボール部、ハンドボールは高校に入ってから始めました。この大会に選ばれて、チーム岩手の代表選手として責任あるプレーをしたいと思いました。日本代表は、当たりが全然違う。自分たちのチーム力を出し切れなかったのが悔しいです。スーパーキッズで外国選手とのコミュニケーションの取り方やスポーツ選手の食事などについて勉強したことが、こういう国際大会で役立っています。次は韓国や中国との試合を楽しみたいと思います。

　射守矢成美さん（左）　不来方高校1年　  女子ハンドボール岩手チーム  

　ハンドボールは姉が中学時代からやっていたので、私もおもしろそうだな

と思って始めました。自分だったらもっと違うプレーができるのではないか

と思って。スーパーキッズのときにストレッチなどスポーツの基礎を教えてい

ただいたので、自分なりに普段の練習に取り入れています。日本代表の選手や

外国の選手、先輩たちのプレーを参考にしてもっともっと技を磨き、どこから

でもシュートを打てる選手になりたい。これからは自分が先輩になっていくの

で、試合中にリーダーとして頼られる存在になることを目指しています。

いわてスーパーキッズの成長

　佐々木愛斗くん　盛岡南高校２年

　陸上400m　優勝　

　自分の力を出し切れれば負けないと感じること

ができた。

　キッズでやってきたトレーニングと食事日誌を

毎日記録することは、今の自分の体力づくりにも

生きています。スポーツ選手としての食事を学ぶ

ことができて良かった。外国選手に負けない体づ

くりを目指し、日本代表として日の丸を背負い、世

界の舞台で勝負できる選手になりたい。

2期生 

1期生 
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男子400メートル決勝　日本代表として出場し、48秒25で優勝した佐 木々愛斗（盛岡南高）
＝北上市・北上総合運動公園陸上競技場（岩手日報2014年8月26日付朝刊）

　第22回日・韓・中ジュニア交流競技会岩手大会に

日本代表、岩手県代表として出場しました。
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